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六
朝
期
に
お
け
る
「
三
都
賦
」
以
後
の
都
城
賦
の
展
開
に
つ
い
て

西
晋
の
左
思
が
著
し
た
都
城
賦
で
あ
る
「
三
都
賦
」
は
、「
洛
陽
の
紙
価
を
し
て
貴
か
ら
し
む
」
る
程
の
流
行
現
象
を
見
せ
た
。
こ
れ

ほ
ど
に
流
行
し
た
作
品
で
あ
れ
ば
、
他
の
文
人
が
こ
ぞ
っ
て
類
題
の
作
品
を
作
っ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
晋
以
後
の
都

城
賦
の
著
述
状
況
を
見
て
み
る
に
、
そ
の
作
品
数
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
程
章
燦
氏
は
、
元
来
類
書
的
性
質
を

備
え
て
い
た
都
城
賦
が
類
書
編
纂
の
流
行
に
よ
り
、
辞
賦
作
品
の
主
題
と
し
て
は
徐
々
に
淘
汰
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
東
晋
以
降
は
都

城
や
宮
殿
を
称
讃
で
き
る
ほ
ど
の
安
定
し
た
王
朝
が
出
現
し
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
常
に
過
去
の
作
品
を
凌
駕
す
る
必
要
に
迫
ら
れ

る
と
い
う
大
賦
そ
の
も
の
が
持
つ
性
格
の
三
点
か
ら
、
考
察
を
行
っ
て
い
る（
１
）。
こ
の
程
氏
の
説
に
は
、
な
お
再
考
の
余
地
が
残
さ
れ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
改
め
て
「
三
都
賦
」
が
完
成
し
て
か
ら
、
す
な
わ
ち
東
晋
以
後
の
都
城
賦
の
展
開
に
つ
い
て
、

六
朝
期
に
限
っ
て
の
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
お
お
よ
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

一　
「
三
都
賦
」
以
前
の
都
城
賦

「
三
都
賦
」
以
後
の
都
城
賦
の
展
開
を
考
察
す
る
に
先
立
ち
、「
三
都
賦
」
に
至
る
ま
で
の
都
城
賦
の
系
譜
を
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
前
漢
に
お
い
て
司
馬
相
如
「
子
虚
上
林
賦
」
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
は
正
確
に
は
都
城
賦
で
は
な
い
が
、
複
数
篇
か
ら
構
成
さ

れ
、
か
つ
架
空
の
人
物
の
対
話
に
よ
っ
て
作
品
が
展
開
さ
れ
る
点
で
、
後
世
の
班
固
「
両
都
賦
」
や
張
衡
「
二
京
賦
」、
左
思
「
三
都

賦
」
に
繋
が
る
作
品
と
し
て
ひ
と
ま
ず
は
位
置
付
け
ら
れ
る
。
つ
い
で
揚
雄
の
「
蜀
都
賦
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
蜀
の
出
身
で
あ
る
揚
雄
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が
故
郷
の
風
俗
や
物
産
を
喧
伝
し
た
作
品
で
あ
り
、
所
謂
都
城
賦
と
呼
ば
れ
る
作
品
の
嚆
矢
で
あ
る（
２
）。
後
漢
に
は
班
固
「
両
都
賦
」
が

作
ら
れ
、
こ
れ
と
同
時
期
に
傅
毅
「
洛
都
賦
」「
反
都
賦
」、
崔
駰
「
反
都
賦
」、
杜
篤
「
論
都
賦
」
が
残
さ
れ
、
そ
の
後
は
張
衡
「
二
京

賦
」「
南
都
賦
」
が
作
ら
れ
る
。
三
国
時
代
に
な
る
と
、
徐
幹
「
斉
都
賦
」
が
現
れ
、
ま
た
劉
楨
「
魯
都
賦
」、
劉
劭
「
趙
都
賦
」「
許
都

賦
」「
洛
都
賦
」
が
あ
り
、
西
晋
に
な
っ
て
傅
玄
「
正
都
賦
」
と
左
思
「
斉
都
賦
」「
三
都
賦
」
が
著
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（
３
）。

こ
の
よ
う
に
見
た
場
合
、
作
品
の
構
成
と
内
容
に
よ
っ
て
三
種
類
に
類
別
が
可
能
で
あ
る
。
構
成
は
単
篇
或
い
は
複
数
篇
で
区
別
で

き
、
内
容
は
都
城
賦
の
性
質
上
、
都
城
描
写
や
風
俗
物
産
を
描
き
出
す
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
王
朝
に
向
け
た
称
讃
或
い
は
諷

諫
と
い
っ
た
政
治
的
態
度
が
表
明
さ
れ
た
か
で
区
別
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
基
準
に
照
ら
せ
ば
、
複
数
篇
で
政
治
的
態
度
の
表
れ
な
い

作
品
は
現
在
は
残
ら
な
い
。
つ
い
で
複
数
篇
で
政
治
的
態
度
が
表
明
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
司
馬
相
如
「
子
虚
上
林
賦
」、
班
固
「
両

都
賦
」、
張
衡
「
二
京
賦
」、
左
思
「
三
都
賦
」
が
該
当
す
る
。
単
篇
で
政
治
的
態
度
が
表
明
さ
れ
る
の
は
、
傅
毅
「
洛
都
賦
」「
反
都

賦
」、
崔
駰
「
反
都
賦
」、
杜
篤
「
論
都
賦
」、
劉
劭
「
許
都
賦
」「
洛
都
賦
」、
傅
玄
「
正
都
賦
」
が
当
て
は
ま
る（
４
）。
最
後
に
単
篇
か
つ
政

治
的
態
度
が
表
明
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
揚
雄
「
蜀
都
賦
」、
張
衡
「
南
都
賦
」、
徐
幹
「
斉
都
賦
」、
劉
楨
「
魯
都
賦
」、
劉
劭
「
趙

都
賦
」、
左
思
「
斉
都
賦
」
が
該
当
す
る
。

以
上
の
分
類
に
基
づ
け
ば
、
漢
代
は
主
に
単
篇
と
複
数
篇
の
別
に
関
わ
ら
ず
、
政
治
的
態
度
の
表
明
を
伴
っ
た
作
品
が
著
さ
れ
る
傾

向
に
あ
り
、
三
国
以
降
に
な
る
と
徐
々
に
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
に
倣
っ
た
単
篇
か
つ
政
治
的
態
度
の
表
明
が
み
ら
れ
な
い
作
品
が
増
加
す

る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
三
国
時
代
の
作
品
は
い
ず
れ
も
文
人
自
身
の
出
身
地
を
作
品
中
に
詠
み
込
む
こ
と
を
特
徴
と
し
、
そ
の
題
目

も
「（
出
身
国
）
都
賦
」
と
さ
れ
る
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
も
政
治
的
態
度
を
表
明
す
る
作
品
は
幾
つ
か
残
さ
れ
て
は
い
る

が
、
当
時
の
都
城
賦
の
主
流
を
構
成
し
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
西
晋
の
頃
に
班
固
「
両
都
賦
」
や
張
衡
「
二
京
賦
」
に
倣
い
、
複
数
篇
か
つ
政
治
的
態
度
を
表
明
し

た
「
三
都
賦
」
が
出
現
し
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
る
。「
両
都
賦
」
や
「
二
京
賦
」
が
主
に
中
原
一
帯
を
主
な
描
写
範
囲
に
し
た
の
に
対

し
て
、「
三
都
賦
」
は
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
に
も
描
か
れ
る
、
地
方
や
辺
境
を
叙
述
対
象
と
し
た
点
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
三

都
賦
」
は
こ
れ
以
前
の
都
城
賦
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
王
朝
の
交
替
を
、
禅
譲
描
写
を
通
し
て
初
め
て
描
き
出
し
た
作
品
で
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
点
に
お
い
て
、「
三
都
賦
」
は
そ
れ
ま
で
の
都
城
賦
の
要
素
を
包
括
し
、
発
展
さ
せ
た
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。



六
朝
期
に
お
け
る
「
三
都
賦
」
以
後
の
都
城
賦
の
展
開
に
つ
い
て

23

二　
「
三
都
賦
」
以
後
の
都
城
賦

「
三
都
賦
」
以
後
の
著
述
状
況
に
対
す
る
程
章
燦
氏
の
分
析
は
本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
程
氏
は
「
三
都
賦
」
を
京
都
宮

殿
大
賦
の
系
譜
に
位
置
付
け
、
東
晋
以
後
の
同
系
譜
に
連
な
る
作
品
を
列
挙
し
て
い
る
。
ま
ず
東
晋
で
は
、
曹
毗
「
魏
都
賦
」「
冶
城

賦
」「
揚
都
賦
」（
以
上
、『
全
晋
文
』
巻
一
百
七
）、
庾
闡
「
揚
都
賦
」（『
全
晋
文
』
巻
三
十
八
）
を
、
劉
宋
で
は
夏
侯
弼
「
呉
都
賦
」

（『
全
宋
文
』
巻
二
十
九
）、
斉
で
は
孔
逭
「
東
都
賦
」（『
南
史
』
巻
七
十
二
孔
逭
伝
）、
梁
で
は
呉
均
「
呉
城
賦
」（『
全
梁
文
』
巻
六
十
）

を
挙
げ
る
。
一
方
、
北
方
の
北
魏
で
は
梁
祚
「
代
都
賦
」（『
魏
書
』
巻
八
十
四
梁
祚
伝
）、
裴
景
融
「
鄴
都
賦
」「
晋
都
賦
」（
以
上
、『
魏

書
』
六
十
九
裴
延
㑺
伝
附
裴
景
融
伝
）、
高
允
「
代
都
賦
」（『
魏
書
』
巻
四
十
八
高
允
伝
）、
裴
伯
茂
「
遷
都
賦
」（『
北
史
』
巻
三
十
八

裴
延
㑺
伝
附
裴
伯
茂
伝
）、
陽
固
「
北
都
賦
」「
南
都
賦
」（
以
上
、『
魏
書
』
巻
七
十
二
陽
固
伝
）
を
挙
げ
て
い
る（
５
）。
こ
れ
ら
の
作
品
数

か
ら
判
断
す
る
に
、
都
城
賦
が
東
晋
南
北
朝
期
を
通
し
て
流
行
し
た
題
材
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
、
東
晋
以
後
の
都
城
賦
作
品
を
前
節
に
み
た
分
類
に
当
て
は
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
、
ま
ず
、「
三
都
賦
」
や
「
二
京
賦
」

の
よ
う
な
複
数
篇
で
構
成
さ
れ
、
か
つ
政
治
的
態
度
が
表
明
さ
れ
た
作
品
と
し
て
は
、
陽
固
「
南
都
賦
」「
北
都
賦
」
二
篇
が
挙
げ
ら
れ

る
。
そ
の
内
容
は
、『
魏
書
』
巻
七
十
二
陽
固
伝
か
ら
推
測
で
き
る
。

尚
書
令
高
肇
以
外
戚
權
寵
、
專
決
朝
事
。
又
咸
陽
王
禧
等
並
有
釁
故
、
宗
室
大
臣
、
相
見
疏
薄
。
而
王
畿
民
庶
、
勞
弊
益
甚
。
固

乃
作
南
北
二
都
賦
、
稱
恒
代
田
漁
聲
樂
侈
靡
之
事
、
節
以
中
京
禮
儀
之
式
、
因
以
諷
諫
。

 
 

尚
書
令  

高
肇  

外
戚
た
る
を
以
て
権
寵
せ
ら
れ
、
専
ら
朝
事
を
決
す
。
又
た
咸
陽
王
禧
等
並
び
に
釁
故
有
り
、
宗
室  

大
臣
、
相

ひ
疏
薄
せ
ら
る
。
而
る
に
王
畿  

民
庶
、
労
弊
益
す
甚
だ
し
。（
陽
）
固
乃
ち
南
北
二
都
賦
を
作
り
、
恒
代
の
田
漁  

声
楽  

侈
靡

の
事
を
称
し
、
節た
だ

す
に
中
京  

礼
儀
の
式
を
以
て
し
、
因
り
て
以
て
諷
諫
す
。

「
南
都
賦
」「
北
都
賦
」
は
す
で
に
散
逸
し
て
お
り
、
現
在
で
は
本
文
の
確
認
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、『
魏
書
』
の
記
述
か
ら
は
、
陽

固
が
外
戚
の
専
横
や
王
侯
の
反
目
に
よ
る
人
民
の
疲
弊
を
憂
い
、
諷
諫
の
意
を
込
め
て
著
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
が
北
魏
の
孝
文

帝
に
よ
る
洛
陽
遷
都
以
後
、
宣
武
帝
の
頃
に
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、「
南
都
賦
」
は
洛
陽
を
対
象
と
し
、「
北
都
賦
」

は
平
城
を
対
象
と
し
た
作
品
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、「
両
都
賦
」
や
「
二
京
賦
」
に
類
似
し
た
作
品
で
あ
っ
た
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と
言
え
る
。
一
方
で
、
単
篇
の
作
品
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
政
治
的
態
度
を
作
品
中
に
表
明
し
た
も
の

が
中
心
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
以
下
に
具
体
例
を
示
し
つ
つ
検
討
す
る
。
ま
ず
は
庾
闡
の
「
揚
都
賦
」
を
挙
げ
る
。

子
未
聞
揚
都
之
巨
偉
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

子  

未
だ
揚
都
の
巨
偉
な
る
を
聞
か
ず
や
。

左
滄
海
　
右
岷
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

左ひ
が
しに
滄
海
、
右に
し

に
岷
山
あ
り
。

龜
鳥
津
其
落
　
江
漢
演
其
源
　
　
　
　
　
　
　 

亀
鳥  

其
の
落
に
津あ
つ

ま
り
、
江
漢  

其
の
源
に
演
す
。

喝
金
摽
乎
象
浦
　
注
桐
柏
乎
玄
川
　
　
　
　
　 

金
摽
を
象
浦
に
喝
し
、
桐
柏
を
玄
川
に
注
ぐ
。

昔
句
吳
端
委
　
延
州
儷
臧
　
　
　
　
　
　
　
　 

昔  

句
呉  

端
委
あ
れ
ば
、
延
州  

儷と
も

に
臧よ

し
。

 
 

高
讓
殆
於
庶
幾
　
英
風
亞
乎
穎
陽
　
　
　
　 

高
譲  

庶
幾
に
殆ち
か

く
、
英
風  

穎
陽
に
亜つ

ぐ
。

 
 

土
映
黃
旗
之
景
　
巒
白
紫
蓋
之
祥
　
　
　
　 

土
は
黄
旗
の
景
に
映
え
、
巒
は
紫
蓋
の
祥
に
白
し
。

 
 

巖
栖
赤
松
之
館
　
岫
啓
縉
雲
之
堂
　
　
　
　 

赤
松
の
館
に
巌
栖
し
、
縉
雲
の
堂
に
岫
啓
す
。

 
 

龍
符
渙
而
夏
德
興
　
羣
神
萃
而
玉
帛
昌
也
　 

龍
符  

渙
か
に
し
て
夏
徳  

興
り
、
群
神  

萃あ
つ

ま
り
玉
帛  

昌
か
な
り
。

天
包
龍
軫
　
地
奄
衡
霍
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

天
は
龍
軫
を
包
み
、
地
は
衡
霍
を
奄お
ほ

ふ
。

玄
聖
所
遊
　
陟
方
所
託
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

玄
聖
の
遊
ぶ
所
に
し
て
、
陟
方
の
託
す
所
な
り
。

我
皇
晉
之
中
興
　
而
駿
命
是
廓
　
　
　
　
　
　 
我
が
皇
晋
の
中
興
、
駿
命  

是
れ
廓
な
り
。

 
 

靈
運
啓
於
中
宗
　
天
網
振
其
絶
絡
　
　
　
　 
霊
運  

中
宗
を
啓ひ
ら

き
、
天
網  

其
の
絶
絡
を
振
る
ふ
。

 
（︹
東
晋
︺
庾
闡
「
揚
都
賦
」『
芸
文
類
聚
』
巻
六
十
一
居
処
部
総
載
居
処
）

題
目
か
ら
は
都
城
を
称
揚
す
る
賦
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
よ
り
具
体
的
に
は
東
晋
王
朝
の
帝
都
建
康
を
称
讃
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
と
推
察
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
左
に
滄
海
、
右
に
岷
山
あ
り
」
と
は
、
皇
帝
の
視
点
か
ら
の
表
現
で
あ
り
、
直
接
に
は
東
晋
王
朝
の
皇

帝
に
向
け
て
作
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
我
が
皇
晋
の
中
興
、
駿
命  

是
れ
廓
た
り
」
と
述
べ
る
の
は
、
東
晋
王
朝

の
天
命
に
対
す
る
最
大
の
賛
辞
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
庾
闡
の
東
晋
王
朝
を
宣
揚
せ
ん
と
す
る
意
識
が
明
瞭
に
看
て
取
れ
る
。「
揚
都
賦
」

と
題
す
る
作
品
は
曹
毗
に
も
残
さ
れ
て
お
り
、『
晋
書
』
巻
九
十
二
曹
毗
伝
に
は
、

又
著
揚
都
賦
、
亞
於
庾
闡
。
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又
た
「
揚
都
賦
」
を
著
し
て
、
庾
闡
に
亜つ

ぐ
。

と
見
え
、
恐
ら
く
は
庾
闡
「
揚
都
賦
」
と
類
似
し
た
内
容
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
当
該
王
朝
の
称
讃
と
い
う
か

た
ち
で
、
自
身
の
政
治
的
態
度
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
高
允
「
代
都
賦
」
も
『
魏
書
』
巻
四
十
八
高
允
伝
に
、

允
上
代
都
賦
、
因
以
規
諷
、
亦
二
京
之
流
也
。

 
 

允  「
代
都
賦
」
を
上
り
、
因
り
て
以
て
規
諷
す
、
亦
た
二
京
の
流
れ
な
り
。

と
あ
り
、
高
允
が
諷
諫
を
目
的
と
し
て
「
代
都
賦
」
を
奏
上
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
作
品
の
題
目
に
挙
げ
ら
れ
る
「
代
都
」
と

は
、
孝
文
帝
が
洛
陽
遷
都
を
行
う
前
の
帝
都
で
あ
っ
た
平
城
を
指
す
。
具
体
的
な
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
皇
帝
に
対
し
て

奏
上
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
諷
諫
の
意
が
込
め
ら
れ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
こ
の
作
品
に
政
治
的
態
度
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
同
題
の
作
品
は
梁
祚
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。
彼
に
関
し
て
は
著
述
の
経
緯
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
梁
祚
と
高
允
と

が
ほ
ぼ
同
時
代
に
活
動
し
た
こ
と
か
ら（
６
）、
高
允
「
代
都
賦
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
更
に
、
裴
伯
茂
「
遷
都

賦
」
に
つ
い
て
も
、
著
述
経
緯
が
『
北
史
』
巻
三
十
八
裴
延
㑺
伝
附
裴
伯
茂
伝
に
見
え
る
の
で
確
認
す
る
。

伯
茂
好
飮
酒
、
頗
渉
疏
傲
。
久
不
徙
官
、
曾
爲
豁
情
賦
。
天
平
初
遷
都
、
又
爲
遷
都
賦
。

 
 （

裴
）
伯
茂  

飲
酒
す
る
を
好
み
、
頗
る
疏
傲
に
渉
る
。
久
し
く
官
を
徙
ら
ず
、
曽
て
「
豁
情
賦
」
を
為
る
。
天
平
の
初
め
に
遷

都
す
、
又
た
「
遷
都
賦
」
を
為
る
。

こ
れ
は
、
北
魏
が
東
魏
と
西
魏
と
に
分
裂
し
た
際
の
こ
と
で
あ
り
、
直
接
に
は
東
魏
王
朝
に
よ
る
洛
陽
か
ら
鄴
都
へ
の
遷
都
時
を
指

す
。
こ
の
時
期
に
「
遷
都
賦
」
を
著
し
た
こ
と
か
ら
、
彼
の
政
治
態
度
が
作
品
中
に
宣
言
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
東
晋
以
後
の

都
城
賦
作
品
の
多
く
は
単
篇
で
あ
り
、
か
つ
作
品
中
に
文
人
自
身
の
政
治
的
態
度
が
表
明
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
こ
で
改
め
て
、
先
に
示
し
た
程
章
燦
氏
の
分
析
内
容
を
確
認
し
た
い
。
程
氏
は
類
書
の
増
加
を
都
城
賦
衰
退
の
最
大
の
要
因
と
す

る
が
、
こ
れ
に
は
疑
問
が
あ
る
。
類
書
的
性
質
は
「
三
都
賦
」
や
「
二
京
賦
」
な
ど
に
も
認
め
ら
れ
、
都
城
賦
と
類
書
と
の
間
に
一
定

の
関
係
性
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
類
書
の
編
纂
と
都
城
賦
の
著
述
と
を
関
連
さ
せ
た
場
合
、
程
氏
の
指
摘
が

必
ず
し
も
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
も
存
在
す
る
。
後
漢
末
の
建
安
年
間
に
お
い
て
で
あ
る
。
建
安
年
間
に
は
三
曹
七
子
を
中
心
と
し
た

建
安
文
学
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
時
に
最
初
の
後
世
の
所
謂
類
書
で
あ
る
『
典
論
』
が
曹
丕
に
よ
っ
て
編
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
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は
例
え
ば
、
徐
幹
「
斉
都
賦
」
や
劉
楨
「
魯
都
賦
」
が
あ
り
、
明
帝
の
頃
に
は
劉
邵
「
趙
都
賦
」
が
残
る
。
徐
幹
と
劉
楨
は
建
安
七
子

に
数
え
ら
れ
、
曹
丕
と
極
め
て
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た（
７
）。
こ
の
よ
う
に
、
類
書
編
纂
の
流
行
が
都
城
賦
創
作
の
衰
退
へ
と
直
接
に
は
結

び
付
か
な
い
場
合
も
存
在
す
る
。
そ
も
そ
も
都
城
賦
の
類
書
的
性
質
は
、
袁
枚
が
『
随
園
詩
話
』
巻
一
の
中
で
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

古
無
類
書
、
無
志
書
、
又
無
字
匯
、
故
「
三
都
」「
兩
京
」
賦
、
言
木
則
若
干
、
言
鳥
則
若
干
、
必
待
搜
輯
羣
書
、
廣
采
風
土
、
然

後
成
文
。
果
能
才
藻
富
艷
、
便
傾
動
一
時
。
洛
陽
所
以
紙
貴
者
、
直
是
家
置
一
本
、
當
類
書
・
郡
志
讀
耳
。

 
 

古い
に
し
へ

  

は
類
書
無
く
、
志
書
無
く
、
又
た
字
匯
無
し
、
故
に
「
三
都
」「
両
京
」
賦
は
、
木
を
言
ふ
は
則
ち
若
干
、
鳥
を
言
ふ
は
則

ち
若
干
、
必
ず
群
書
を
捜
輯
し
、
広
く
風
土
に
采
る
を
待
ち
て
、
然
る
後
に
文
を
成
す
。
果
た
し
て
能
く
才
藻
富
艶
な
れ
ば
、

便
ち
一
時
に
傾
動
す
。
洛
陽
の
紙
貴
き
所
以
の
者
は
、
直た

だ
是
れ
家
に
一
本
を
置
き
て
、
類
書
・
郡
志
に
当
て
て
読
め
る
の
み
。

袁
枚
は
こ
こ
で
確
か
に
都
城
賦
の
類
書
的
性
質
を
認
め
る
が
、
そ
の
対
象
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
左
思
「
三
都
賦
」
及
び
張
衡
「
二

京
賦
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
を
先
の
分
類
に
当
て
は
め
れ
ば
、
い
ず
れ
も
複
数
篇
か
つ
政
治
的
態
度
を
表
明
す
る
作
品
群
に
属
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
袁
枚
の
指
摘
を
直
ち
に
す
べ
て
の
作
品
群
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
る
。
程
氏
は
こ
れ
ら
都
城
賦
を

区
別
す
る
こ
と
な
く
一
括
り
に
京
都
宮
殿
大
賦
と
し
て
扱
う
が
、
や
は
り
区
別
し
て
論
じ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
か
か
る
理
解
に
基
づ
け

ば
、
東
晋
南
北
朝
期
の
都
城
賦
創
作
の
衰
退
、
或
い
は
変
化
に
は
更
な
る
要
因
が
介
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三　

都
城
賦
の
伝
統
へ
の
回
帰

東
晋
以
後
の
都
城
賦
の
多
く
が
単
篇
か
つ
政
治
的
態
度
の
表
明
を
伴
う
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
節
に
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ

れ
に
極
め
て
類
似
し
た
時
期
を
他
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
後
漢
の
頃
、
班
固
が
「
両
都
賦
」
を
著
し
、
つ
い
で
傅
毅
や
崔
駰
、
杜

篤
ら
に
よ
る
諸
作
品
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
一
時
期
で
あ
る
。
東
晋
以
後
の
都
城
賦
は
、
複
数
篇
で
政
治
意
識
が
確
認
で
き
る
左
思

の
「
三
都
賦
」
が
作
ら
れ
た
西
晋
時
期
や
、
徐
幹
「
斉
都
賦
」
や
劉
楨
「
魯
都
賦
」
と
い
っ
た
単
篇
か
つ
政
治
態
度
が
表
明
さ
れ
な
い

作
品
が
中
心
で
あ
っ
た
建
安
年
間
で
は
な
く
、
都
城
賦
の
系
譜
に
お
い
て
は
初
期
と
も
言
え
る
段
階
へ
と
回
帰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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で
は
、
何
故
こ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
「
三
都
賦
」
は
、
西
晋
王
朝
の
建
国
ま
も
な
く
、
い
ま
だ
そ
の

権
力
基
盤
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
泰
始
八
年
（
二
七
二
）
か
ら
太
康
二
年
（
二
八
一
）
に
か
け
て
、
左
思
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ

て
完
成
を
迎
え
た
が
、
こ
の
時
期
は
ま
さ
し
く
西
晋
王
朝
が
み
ず
か
ら
の
権
力
確
立
に
邁
進
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
太
康
元
年
（
二
八

〇
）
に
達
成
さ
れ
た
平
呉
は
こ
れ
を
象
徴
す
る
事
件
で
あ
る
が
、
左
思
は
こ
の
一
大
事
件
に
対
し
て
機
敏
な
反
応
を
見
せ
、
か
つ
自
身

の
態
度
を
も
表
明
し
て
み
せ
る
。
平
呉
に
つ
い
て
、「
魏
都
賦
」（『
文
選
』
巻
六
）
の
中
で
左
思
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 

757
揆
旣
往
之
前
迹
　
卽
將
來
之
後
轍
　
　
　 

既
往
の
前
迹
を
揆は
か

り
、
将
来
の
後
轍
に
即
く
。

成
都
迄
已
傾
覆
　
建
鄴
則
亦
顚
沛
　
　
　 

成
都  

迄つ
ひ

に
已
に
傾
覆
し
、
建
鄴  

則
ち
亦
た
顚
沛
せ
ん
。

顧
非
累
卵
於
疊
棊
　
焉
至
觀
形
而
懷
怛
　 

 

顧ま

た
卵
を
疊
棊
に
累か
さ

ぬ
る
に
非
ざ
る
も
、
焉
ん
ぞ
形
を
観
て
怛
を
懐
く
に
至
ら
ん
や
。

權
假
日
以
餘
榮
　
比
朝
華
而
菴
藹
　
　
　 

権
い
や
し
くも
日
を
仮
り
て
以
て
余
栄
あ
り
、
朝
華
に
比
し
て
菴
藹
た
り
。

覽
麥
秀
與
黍
離
　
可
作
謠
於
吳
會
　
　
　 

「
麦
秀
」
と
「
黍
離
」
と
を
覧
れ
ば
、
謡う
た

を
呉
会
に
作
る
べ
し
。

こ
こ
で
左
思
は
、
魏
国
先
生
の
口
を
借
り
て
蜀
漢
の
滅
亡
と
孫
呉
の
ま
も
な
く
の
平
定
と
を
詠
う
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
左
思
に
よ
る

西
晋
王
朝
の
正
統
性
を
主
張
し
た
こ
と
の
所
産
で
あ
っ
た
。
更
に
、
西
晋
王
朝
が
そ
の
権
力
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
、
平
呉
へ
と
邁
進

し
て
い
た
が
た
め
に
表
現
で
き
た
内
容
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
三
都
賦
」
を
め
ぐ
る
著
述
活
動
は
、
当
時
の
社
会
政
治
状
況
を
強

く
反
映
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
班
固
や
張
衡
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
東
晋
以
後
の
都
城
賦
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
で
文
人
が
置
か
れ
た
社
会
政
治
状
況
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
東
晋
以
後
に
お
け
る
文
学
創
作
は
、
南
北
の
地
域

差
が
与
え
る
影
響
差
が
重
大
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
ま
ず
は
東
晋
南
朝
期
の
都
城
賦
創
作
の
背
景
を
考
察
す
る
。

太
熙
元
年
（
二
九
〇
）
に
武
帝
司
馬
炎
が
崩
御
し
て
以
降
、
西
晋
王
朝
は
徐
々
に
滅
亡
へ
の
兆
し
を
見
せ
始
め
る
。
武
帝
の
息
子
で

あ
る
司
馬
衷
が
帝
位
を
継
ぐ
と
、
直
ち
に
外
戚
で
あ
る
楊
駿
に
よ
る
専
権
が
開
始
さ
れ
る
が
、
翌
永
平
元
年
（
二
九
一
）
に
は
恵
帝
の

后
で
あ
る
賈
皇
后
に
よ
る
粛
正
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
は
司
馬
氏
の
宗
室
に
よ
る
衝
突
が
繰
り
返
さ
れ
、
八
王
の
乱
が
勃
発
す
る
。
恵

帝
崩
御
の
後
は
懐
帝
、
愍
帝
と
続
く
が
、
北
方
の
非
漢
民
族
に
よ
る
侵
入
を
許
し
、
永
嘉
五
年
（
三
一
一
）
の
洛
陽
の
陥
落
、
建
興
四

年
（
三
一
六
）
の
長
安
の
陥
落
に
よ
り
西
晋
王
朝
は
滅
亡
す
る
。
そ
し
て
、
太
興
元
年
（
三
一
八
）
に
江
南
の
建
康
に
お
い
て
司
馬
睿

が
即
位
し
、
東
晋
王
朝
が
建
国
さ
れ
る
。
そ
の
後
は
永
熙
二
年
（
四
二
〇
）
に
劉
裕
へ
と
禅
譲
を
行
い
劉
宋
王
朝
が
建
国
さ
れ
て
い
く（
８
）。
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以
上
、
西
晋
王
朝
の
滅
亡
か
ら
東
晋
王
朝
の
建
国
、
そ
し
て
劉
宋
王
朝
の
建
国
の
過
程
で
、
各
王
朝
の
領
土
は
大
き
く
変
化
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
西
晋
王
朝
が
八
王
の
乱
や
こ
れ
に
伴
う
北
方
異
民
族
の
進
入
に
よ
り
滅
亡
を
迎
え
た
際
、
西
晋
王
朝
に
属
し
た
多
く
の

人
士
は
長
江
を
渡
り
、
江
南
の
建
康
へ
と
移
り
住
ん
だ
。
そ
し
て
東
晋
王
朝
が
建
国
さ
れ
た
が
、
建
国
当
初
の
最
大
の
目
標
は
中
原
の

回
復
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
桓
温
が
幾
度
と
な
く
北
伐
を
行
い
、
一
度
は
洛
陽
を
回
復
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
南
渡
以
降
、
元
来
は
北
方
出
身
で
あ
っ
た
人
士
た
ち
の
多
く
が
二
世
三
世
と
徐
々
に
世
代
交
代
す
る
に
つ
れ
、
避
難
民
で
あ
っ

た
北
方
人
士
の
土
着
化
が
進
む
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
天
下
の
中
心
を
中
原
で
は
な
く
、
現
王
朝
が
位
置
す
る
江
南
と
認

識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
東
晋
に
続
く
劉
宋
時
代
で
あ
る
元
嘉
二
十
七
年
（
四
五
〇
）
に
、
北
伐
に
失
敗
し
て
中
原

回
復
の
可
能
性
が
極
め
て
低
く
な
っ
た
時
期
に
顕
著
な
も
の
と
な
る（
９
）。
つ
ま
り
東
晋
南
朝
に
限
れ
ば
、
い
ま
だ
中
原
回
復
の
可
能
性
が

存
在
し
た
東
晋
時
期
に
は
洛
陽
を
本
来
の
帝
都
と
認
識
す
る
文
人
も
多
か
っ
た
た
め
、
庾
闡
は
「
揚
都
賦
」
で
殊
更
に
江
南
を
讃
美
し
、

中
原
を
中
心
と
す
る
天
下
観
を
持
つ
人
士
に
反
論
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
土
着
化
が
進
み
中
原
回
復
が
王
朝
と
し
て
の
目
標
と
し

て
認
識
さ
れ
な
く
な
っ
た
劉
宋
時
代
以
後
は
、
北
方
を
殊
更
に
意
識
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
中
国
の
南
北
に
位
置
す
る
都
城
或
い
は

王
朝
を
対
比
し
た
都
城
賦
を
著
す
必
要
が
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
文
人
の
意
識
が
後
漢
の
頃
と
同
じ
く
、
自
王

朝
の
領
土
内
の
み
を
作
品
の
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
劉
宋
時
代
以
後
に
残
さ
れ
た
作
品
が
、
夏
侯
弼

「
呉
都
賦
」、
孔
逭
「
東
都
賦
」
と
少
な
く
、
か
つ
単
篇
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
よ
う
。

対
し
て
、
北
魏
の
頃
に
著
さ
れ
た
諸
作
品
は
、
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
張
衡
「
二
京
賦
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
諷
諫
を
中
心
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
そ
の
著
者
に
着
目
す
れ
ば
、
そ
の
殆
ど
が
漢
族
の
出
身
で
あ
っ
た（

（1
（

。

太
武
帝
が
華
北
を
統
一
し
て
す
ぐ
の
頃
は
、
漢
族
士
大
夫
は
胡
族
政
権
で
あ
る
北
魏
王
朝
の
正
統
性
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
そ
の
政
治
へ
も
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
漢
族
出
身
で
時
の
宰
相
で
あ
っ
た
崔
浩
が
太
武
帝
の
太

平
真
君
十
一
年
（
四
五
〇
）
に
誅
殺
さ
れ
る
の
を
境
に
、
徐
々
に
北
魏
王
朝
に
正
統
性
を
認
め
る
意
識
が
芽
生
え
始
め
た
と
さ
れ
る（

（1
（

。

北
魏
時
代
に
著
さ
れ
た
都
城
賦
は
、
殆
ど
が
漢
族
士
大
夫
に
拠
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
崔
浩
の
誅
殺
以
後
、
漢
族
士
大
夫
の
意
識
に
変

容
が
見
ら
れ
て
か
ら
の
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
北
魏
王
朝
の
正
統
性
を
容
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
漢
族
士
大
夫

が
積
極
的
に
政
治
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
と
し
て
、
漢
賦
が
持
つ
諷
諫
の
精
神
に
注
目
し
、
漢
代
都
城
賦
に
倣
っ
て
こ
れ
ら



六
朝
期
に
お
け
る
「
三
都
賦
」
以
後
の
都
城
賦
の
展
開
に
つ
い
て
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の
都
城
賦
を
著
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
ら
が
江
南
に
位
置
す
る
南
朝
の
漢
族
政
権
を
都
城
賦
の
対
象
と
し
な
い
の
も
、

北
魏
に
仕
え
る
漢
族
士
大
夫
の
意
識
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
理
解
で
き
よ
う
。

以
上
、「
三
都
賦
」
以
後
の
都
城
賦
の
展
開
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
え
た
が
、
東
晋
以
後
の
都
城
賦
は
、
自
王
朝
へ
の
政
治
態
度
の

表
明
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
南
朝
文
人
の
北
朝
に
対
す
る
、
北
朝
文
人
の
南
朝
に
対
す
る
意
識
は
殆
ど
確
認
で
き
な
い
。
東
晋
以

後
の
都
城
賦
は
決
し
て
衰
退
に
よ
る
所
産
で
は
な
く
、
三
国
西
晋
時
代
を
越
え
、
班
固
ら
が
盛
ん
に
著
述
活
動
を
行
っ
た
後
漢
の
頃
に

立
ち
戻
っ
た
作
品
で
あ
り
、
言
う
な
れ
ば
伝
統
的
漢
代
都
城
賦
へ
と
回
帰
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
は
、
都
城

賦
の
系
譜
に
照
ら
し
て
の
「
三
都
賦
」
の
異
質
性
が
、
お
の
ず
と
浮
か
び
上
が
る
結
果
に
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注

（
1
）  

程
章
燦
『
魏
晋
南
北
朝
賦
史
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
第
五
章
第
三
節
「「
三
都
賦
」
騁
辞
大
賦
最
後
的
輝
煌
」
を
参
照
。

（
2
）  

揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
内
容
分
析
及
び
文
学
史
上
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
嘉
瀬
達
男
「
楊
雄
「
蜀
都
賦
」
と
都
邑
賦
」（『
小
樽
商
科

大
学
人
文
研
究
』
第
百
二
十
六
輯
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。

（
3
）  

『
芸
文
類
聚
』
巻
六
十
一
居
処
部
総
載
居
処
に
は
、
揚
雄
「
蜀
都
賦
」、
班
固
「
両
都
賦
」、
張
衡
「
二
京
賦
」「
南
都
賦
」、
杜
篤
「
論
都

賦
」、
崔
駰
「
反
都
賦
」、
傅
毅
「
洛
都
賦
」、
徐
幹
「
斉
都
賦
」、
劉
楨
「
魯
都
賦
」、
劉
劭
「
趙
都
賦
」、
左
思
「
三
都
賦
」、
傅
玄
「
正
都

賦
」
と
、
西
晋
以
前
の
都
城
賦
を
採
録
す
る
。
一
方
、
東
晋
以
後
の
も
の
は
庾
闡
「
揚
都
賦
」
を
収
め
る
の
み
で
あ
る
。

（
4
）  

杜
篤
「
論
都
賦
」
が
長
安
側
の
意
見
の
代
表
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
岡
村
繁
「
班
固
と
張
衡
―
そ
の
創
作
態
度
の
異
質
性
―
」（『
小

尾
博
士
退
休
記
念
中
国
文
学
論
集
』
第
一
学
習
社
、
一
九
七
六
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
傅
毅
や
崔
駰
の
「
反
都
賦
」
が
「
両
都
賦
」
へ
の

反
論
で
あ
っ
た
こ
と
は
鈴
木
修
次
『
漢
魏
詩
の
研
究
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
六
七
年
）
第
三
章
第
二
項
「
建
安
詩
の
題
材
と
賦
」
を
参
照
。

（
5
）  

程
章
燦
氏
前
掲
注
（
1
）
著
を
参
照
。
程
氏
は
こ
こ
で
宮
殿
賦
も
含
み
、
東
晋
以
後
の
宮
殿
賦
を
総
計
十
二
篇
挙
げ
る
が
、
都
城
賦
と

は
そ
の
構
成
や
内
容
に
お
い
て
異
な
る
た
め
、
本
稿
で
は
具
体
的
考
察
対
象
と
は
し
な
い
。
ま
た
、
呉
均
「
呉
城
賦
」
は
都
城
賦
で
は
あ

る
も
の
の
、
都
市
の
荒
廃
に
関
す
る
描
写
が
中
心
と
な
り
、「
三
都
賦
」
と
の
直
接
の
関
係
性
よ
り
も
鮑
照
「
蕪
城
賦
」
と
の
関
係
性
が
強
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い
作
品
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
本
稿
で
は
考
察
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

（
6
）  

『
魏
書
』
巻
四
十
八
高
允
伝
に
「
時
中
書
博
士
索
敞
與
侍
郞
傅
默
、
梁
祚
論
名
字
貴
賤
、
著
議
紛
紜
。
允
遂
著
名
字
論
以
釋
其
惑
、
甚
有

典
證
（
時
に
中
書
博
士
索
敞  

侍
郎
傅
黙
、
梁
祚
と
名
字
の
貴
賎
を
論
じ
、
著
議  

紛
紜
た
り
。
允
遂
に
名
字
論
を
著
し
以
て
其
の
惑
を
釈

し
、
甚
だ
典
証
有
り
）」
と
あ
り
、
両
者
の
交
流
が
確
認
さ
れ
る
。

（
7
）  

劉
楨
と
曹
丕
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
吉
川
幸
次
郎
「
三
国
志
実
録  

曹
植
兄
弟
」（『
吉
川
幸
次
郎
全
集  

第
七
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九

六
七
年
）、
伊
藤
正
文
『
建
安
詩
人
と
そ
の
伝
統
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
）
第
Ⅰ
篇
第
四
章
「
劉
楨
伝
論
」
に
詳
し
い
。
徐
幹
と
曹
丕

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
鈴
木
修
次
前
掲
注
（
4
）
を
参
照
。

（
8
）  

福
原
啓
郎
『
西
晋
の
武
帝
司
馬
炎
』（
中
国
歴
史
人
物
選
第
三
巻
、
白
帝
社
、
一
九
九
五
年
）
第
六
章
「
恵
帝
（
上
）」、
第
七
章
「
恵
帝

（
下
）」、
第
八
章
「
懐
帝
と
愍
帝
」
を
参
照
。

（
9
）  

戸
川
貴
行
「
東
晋
南
朝
に
お
け
る
天
下
観
に
つ
い
て
―
王
畿
、
神
州
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
六
朝
学
術
学
会
報
』
第
十
集
、

二
〇
〇
九
年
）、
同
「
東
晋
南
朝
に
お
け
る
伝
統
の
創
造
に
つ
い
て
―
楽
曲
編
成
を
中
心
と
し
て
み
た
―
」（『
東
方
学
』
第
百
二
十
二

輯
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。
こ
の
中
で
戸
川
氏
は
、
東
晋
南
朝
時
期
の
人
士
に
よ
っ
て
江
南
の
地
を
天
下
の
中
心
と
す
る
新
た
な
天
下

観
が
創
造
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
天
下
観
の
醸
成
に
伴
い
祭
祀
儀
礼
を
中
心
と
し
た
新
た
な
伝
統
が
創
造
さ
れ
た
こ
と
を
論

じ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
意
識
の
変
化
が
文
章
創
作
の
場
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。

（
10
）  

北
朝
期
に
お
け
る
都
城
賦
の
著
者
の
出
身
を
『
魏
書
』
に
基
づ
き
示
せ
ば
以
下
の
通
り
。
梁
祚
、
北
地
泥
陽
人
。
裴
景
融
、
河
東
聞
喜

人
。
高
允
、
勃
海
人
。
陽
固
、
北
平
無
終
人
。
裴
伯
茂
は
『
魏
書
』
に
伝
記
が
残
ら
な
い
が
、『
北
史
』
で
は
裴
景
融
の
一
族
と
し
て
記
載

が
あ
る
た
め
、
河
東
聞
喜
人
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

（
11
）  

川
本
芳
昭
『
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
民
族
問
題
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
第
一
篇
第
一
章
「
五
胡
十
六
国
・
北
朝
時
代
に
お
け
る
華

夷
観
の
変
遷
」（
初
出
、「
五
胡
十
六
国
・
北
朝
時
代
に
お
け
る
胡
漢
融
合
と
華
夷
観
」、『
佐
賀
大
学
教
養
部
研
究
紀
要
』
第
十
六
巻
、
一

九
八
四
年
）
を
参
照
。


